
平
成
三
十
一
年
二
月
一
日
提
出

質

問

第

一

五

号

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
で
働
く
す
べ
て
の
収
束
業
務
従
事
者
に
健
康
管
理
手
帳
を
交
付
で
き
る
よ
う
に
す
る

筋
道
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

阿

部

知

子

15



東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
で
働
く
す
べ
て
の
収
束
業
務
従
事
者
に
健
康
管
理
手
帳
を
交
付
で
き
る
よ
う
に
す
る

筋
道
に
関
す
る
質
問
主
意
書

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
（
以
後
、
事
故
）
に
関
す
る
収
束
業
務
に
従
事
し
た
者
（
以
後
、
収
束
業
務
従
事
者
）
に
対

し
て
、
労
働
安
全
衛
生
法
第
六
十
七
条
に
基
づ
く
健
康
管
理
制
度
（
以
後
、
健
康
管
理
制
度
）
を
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

の
要
請
が
、
二
〇
一
八
年
十
二
月
十
八
日
に
全
国
労
働
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
議
ら
か
ら
行
わ
れ
た
。
そ
の
要
請
に
つ
い

て
は
、
「
一
定
の
要
件
が
あ
る
の
で
困
難
で
あ
る
」
と
の
回
答
が
、
厚
生
労
働
省
か
ら
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
「
一
定
の
要
件
」
に
つ
い
て
、
以
下
、
質
問
す
る
。

一

健
康
管
理
制
度
と
は
、
が
ん
そ
の
他
の
重
度
の
健
康
障
害
を
発
生
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
業
務
に
就
い
た
者
が
、
一
定
の

要
件
を
満
た
せ
ば
、
離
職
の
際
に
事
業
場
の
所
在
地
の
都
道
府
県
労
働
局
長
に
、
離
職
の
後
に
は
住
所
地
の
都
道
府
県
労
働

局
長
に
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健
康
管
理
手
帳
が
交
付
さ
れ
、
年
一
〜
二
回
、
無
料
で
健
康
診
断
を
受
け
ら
れ
る
制
度
で

あ
る
。

健
康
管
理
制
度
に
は
、
重
度
の
健
康
障
害
を
発
生
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
業
務
に
就
く
者
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
利
点
が

あ
る
と
考
え
る
か
、
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

一



二

健
康
管
理
制
度
を
収
束
業
務
従
事
者
に
事
故
発
災
直
後
に
遡
っ
て
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
収
束
業
務
従
事
者
が
収
束
業

務
現
場
か
ら
退
い
た
後
も
、
生
涯
、
安
心
し
て
健
康
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
責
任
が
、
原
発
推
進
政
策
を
進
め
て
き
た

国
に
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

三

現
在
ま
で
に
健
康
管
理
制
度
の
対
象
は
十
三
業
務
に
拡
大
し
て
き
て
い
る
。
拡
大
し
て
き
た
意
義
と
背
景
を
政
府
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

四

厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
安
全
衛
生
部
労
働
衛
生
課
に
よ
れ
ば
、
健
康
管
理
制
度
の
適
用
対
象
を
検
討
す
る
道
筋
は
、
一

九
九
五
年
十
二
月
に
労
働
省
（
当
時
）
の
検
討
会
が
労
働
安
全
衛
生
の
観
点
か
ら
と
り
ま
と
め
た
「
健
康
管
理
手
帳
交
付
の

基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て
」
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
以
下
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た
す
業
務
に
つ
い
て
厚
生
労
働

大
臣
が
労
働
政
策
審
議
会
（
安
全
衛
生
分
科
会
）
に
諮
問
し
、
答
申
を
受
け
、
省
令
改
正
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

①

当
該
物
質
等
に
つ
い
て
重
度
の
健
康
障
害
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
安
全
衛
生
の
立
場
か
ら
法
令
上
の

規
制
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

イ

製
造
等
禁
止
物
質

ロ

製
造
許
可
物
質

二



ハ

そ
の
他
の
規
制
物
質
等

②

当
該
物
質
等
の
取
扱
い
等
に
よ
る
疾
病
（
が
ん
そ
の
他
の
重
度
の
健
康
障
害
）
が
業
務
に
起
因
す
る
疾
病
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
る
こ
と

イ

労
働
基
準
法
施
行
規
則
別
表
第
一
の
二
第
七
号
「
が
ん
原
性
物
質
若
し
く
は
が
ん
原
性
因
子
又
は
が
ん
原
性
工
程

に
お
け
る
疾
病
」
等

ロ

中
央
労
働
基
準
審
議
会
（
現
、
労
働
政
策
審
議
会
（
安
全
衛
生
分
科
会
）
）
の
議
を
経
て
労
働
大
臣
（
現
、
厚
生

労
働
大
臣
）
の
指
定
す
る
疾
病
と
し
て
、
告
示
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
疾
病
（
同
別
表
第
一
の
二
第
八
号
）

③

当
該
物
質
等
の
取
扱
い
等
に
よ
る
疾
病
（
が
ん
そ
の
他
の
重
度
の
健
康
障
害
）
の
発
生
リ
ス
ク
が
高
く
、
今
後
も
当

該
疾
病
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

①
に
つ
い
て
は
、
安
全
衛
生
の
立
場
か
ら
の
法
令
上
の
規
制
に
つ
い
て
、
放
射
線
は
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
電
離
放

射
線
障
害
防
止
規
則
な
ど
に
よ
り
規
制
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
「
ハ
」
に
該
当
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
ど
う
か
。

②
に
つ
い
て
は
、
労
働
基
準
法
施
行
規
則
別
表
第
一
の
二
第
七
号
��
に
業
務
に
起
因
す
る
疾
病
と
し
て
「
電
離
放
射
線
に

さ
ら
さ
れ
る
業
務
に
よ
る
白
血
病
、
肺
が
ん
、
皮
膚
が
ん
、
骨
肉
腫
、
甲
状
腺
が
ん
、
多
発
性
骨
髄
腫
又
は
非
ホ
ジ
キ
ン
リ

三



ン
パ
腫
」
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
「
イ
」
に
該
当
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
ど
う
か
。

③
に
つ
い
て
は
、
収
束
業
務
従
事
者
の
う
ち
、
労
働
災
害
を
申
請
し
認
定
さ
れ
た
だ
け
で
も
昨
年
ま
で
の
七
年
で
五
件

（
白
血
病
三
件
、
甲
状
腺
が
ん
一
件
、
肺
が
ん
一
件
）
が
判
明
し
て
お
り
、
今
後
も
当
該
疾
病
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
と
考

え
ら
れ
る
が
ど
う
か
。
こ
れ
ら
以
外
に
他
に
必
要
な
要
件
が
あ
れ
ば
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
は
事
業
者
に
対
す
る
放
射
線
管
理
の
義
務
を
定
め
た
も
の
だ
が
、
労
働
者
が
離
職
後
に
抱
え

る
健
康
障
害
リ
ス
ク
や
健
康
不
安
に
つ
い
て
は
、
国
は
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
施
策
を
試
み
て
き
た
か
。

六

四
で
示
し
た
よ
う
に
、
収
束
業
務
従
事
者
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
白
血
病
、
甲
状
腺
が
ん
、
肺
が
ん
が
発
生
し
、
労
災

認
定
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
、
厚
生
労
働
省
は
、
収
束
業
務
従
事
者
に
対
し
て
二
つ
の
対
応
を
取
っ
て
い
る
。

一
つ
は
、
す
べ
て
の
収
束
業
務
従
事
者
の
う
ち
、
事
故
発
災
直
後
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
被
ば
く
上
限
の
下
、
緊
急
作
業
に

従
事
し
た
者
だ
け
を
対
象
に
行
っ
て
い
る
「
長
期
的
健
康
管
理
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
放
射
線
の
実
効
線
量
が
年
五
十
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
た
者
に
は
年
一
回
白
内
障
の
検
査
を
、
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
た
者
に
は
胃
が
ん
、
肺
が
ん
、
大

腸
が
ん
、
甲
状
腺
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
厚
生
労
働
省
が
勧
奨
す
る
通
知
を
送
る
も
の
だ
が
、
二
〇
一
六
年
度
末
時
点
で

住
所
を
把
握
で
き
て
い
る
対
象
者
が
九
十
三
・
八
％
に
下
が
っ
て
い
る
。

四



も
う
一
つ
は
、
放
射
線
影
響
研
究
所
に
「
労
災
疾
病
臨
床
研
究
事
業
補
助
金
」
五
億
四
千
三
百
万
円
で
委
託
し
、
二
〇
一

四
年
か
ら
五
年
間
の
研
究
へ
の
参
加
勧
奨
の
案
内
を
す
べ
て
の
収
束
業
務
従
事
者
約
二
万
人
に
郵
送
し
、
応
じ
た
収
束
業
務

従
事
者
だ
け
を
、
「
放
射
線
被
ば
く
に
よ
る
長
期
に
わ
た
る
健
康
影
響
を
あ
き
ら
か
に
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
た
研
究
の

被
験
者
と
し
て
位
置
付
け
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
研
究
へ
の
参
加
者
は
約
七
千
人
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
国
は
、
収
束
業
務
従
事
者
す
べ
て
を
生
涯
責
任
を
持
っ
て
健
康
管
理
を
行
う
べ
き
対
象
と
し
て
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
受
診
の
勧
奨
の
通
知
で
は
な
く
、
本
人
が
ど
こ
へ
転
居
し
よ
う
と
も
活
用
で
き
る
よ
う
、
労
働
安
全
衛

生
法
第
六
十
七
条
に
基
づ
く
健
康
管
理
制
度
を
適
用
し
、
本
人
の
申
請
に
応
じ
て
健
康
管
理
手
帳
を
交
付
す
る
制
度
に
改
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
適
用
を
検
討
す
る
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
ハ
ー
ド
ル
が
残
さ
れ
て
い
る
か
、
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

右
質
問
す
る
。

五


